





いる。このインドには 1 万 2 千あまりの映画館があり、年間 40 億人ほどが映画を





























日本でのインド映画の公開は、昭和 54 年の『アーン』（1952 年）からである
が、それ以降多くのインド映画が上映されてきた。特に 1997 年公開の『ムトゥ　



























タミル語の方が多く、2013 年 4 月から 2014 年 3 月までの本数は、テルグ語 349



































2 世紀頃書かれたという『ナーティヤ・シャーストラ』という演劇聖典で 9 つの感


















































































そこで本稿では最近 15 年に日本で DVD 化あるいは上映された映画から特にイン
ドでも日本でも人気があったもの 3 本を取り上げていくこととする。
80　インドにおける映画と社会
まず『ミモラ』（Hum dil de Chuke Sanam　2000 年）である。インドで最も権





















































































































































さて、次は『きっと、うまくいく』（3 IDIOTS　2009 年）である。2012 年イン
ドアカデミー賞 16 部門受賞。インド歴代興業収入 1 位の大ヒット作である。10



























殺国です。（ポケットから紙片を出す）90 分に 1 人学生が自殺してます。病死よ
り自殺の方が多い。変でしょう？」
























































































































































その給付水準にも差がある（24）。しかし。2013 年 9 月には、国家年金制度の根拠
法となる年金基金規制開発機構法（Pension Fund Regulatory and Development 
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表 1  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
http://WWW.filmfed.org を元に筆者が作成 
 
 
 
(原稿書式 ４０字４０行) 
 
